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令和６年度 就職先からの卒業生に対する調査（実施要項） 

 

１．目的 

本学の卒業生を採用して頂いている企業・官公庁・病院・小学校・幼稚園・保育所・

認定こども園などで、本学の卒業生が職場でどのように評価されているかを知り、ま

た、本学の教育に対する忌憚のないご意見ご要望をうかがい、本学の教育の改善に役

立てる。 

 

２．対象 

令和４年度卒業生の就職先（大学、短大、大学院） 

・ 卒業後１年を経過した者に関するアンケート 

・ 発達科学部卒業生の就職先は、「企業等」と「教育・保育等」にアンケート用

紙を分ける 

    

３．実施日・回収期日 

実 施 日：令和６年７月１日 

回収期日：令和６年７月末まで 

 

４．実施方法 

令和４年度卒業生の就職先へ対し、業種ごとに異なるアンケート用紙を郵送し、イ

ンターネット・ＦＡＸのいずれかで回答する。 

 

５．アンケート項目 

別紙アンケート用紙参照 

 

６．データ集計 

学部・学科ごとに集計する。また、記述部分は内容ごとにまとめる。 

 

７．発行形式等 

学内公表：教職員にはデスクネッツ (文書管理)にて閲覧できるようにする。 

学外公表：公式ホームページにて閲覧できるようにする。 

 

８．発行時期 

令和６年９月３０日 

 

９．担当 

各学部・学科、学生支援部キャリア支援課 
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令和６年度 就職先からの卒業生に対する評価（卒業生に関するアンケート） 

経営学部 集計結果の概要（令和４年度卒業生対象） 
 

依頼数 62に対し、協力数は 32で回収率は 51.6％（昨年：依頼数 56に対し、協力数は 32で回収

率は 57.1％）であった。回答に協力いただいた企業の業種、卒業生の職種・人数・退職者数（6ヵ

月以内）についてはⅠ、Ⅱ・Ⅲのとおりである。 

 

Ⅳ 令和５年４月にご採用いただいた本学卒業生の能力および本学の就職支援活動などについて 

のご感想をお伺いします。 

 

Ⅳ-１．本学の卒業生は全体として、貴社の人材ニーズや期待に応えていますか。 

「十分応えている」「どちらかといえば応えている」の割合が合わせて 81.2％と十分高い評価を

得ている。「個人間のばらつきがあり何ともいえない」が 18.8％であった。「やや応えていない」

「応えていない」という回答はなかった。 

 

「十分応えている」「どちらかといえば応えている」の割合は、もちろんサンプルバイアスもあ

るだろうが、令和 4年 4月採用の 82.9％につづき 8割越えとなっており、企業からのコメントを見

ても、比較的良い評価を得られている。他方、ネガティブな意見側を見ると、前年度は「やや応え

ていない」「応えていない」が合わせて 6.8％あったものが本年度はゼロになっているものの、18.8％

の「個人間のばらつきがあり何ともいえない」というのが少しネガティブな意見を集約したもので

あると解釈するのであれば、この比率は無視できない大きさである。建学の精神や経営学部が目標

としている育成方針にのっとった教育にさらに力を入れる必要がある。 

 

Ⅳ-２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。 

「全体として高い」「どちらかといえば高い」の割合が合わせて 68.8％、「個人間のばらつきが

あり何ともいえない」が 28.1％であった。「どちらかというとやや低い」は 3.1％（1件）であった。

「全体として低い」という回答はなかった。 

 

「全体として高い」「どちらかといえば高い」の割合は前年（令和 4年 4月採用）の 75.8％から

今回は 68.8％へと低下している一方、「個人間のばらつきがあり何ともいえない」「どちらかとい

うとやや低い」というポジティブではない評価が 3割というのは大きな比率となっている。企業側

が採用時に「意欲・熱意」「性格・人柄」「コミュニケーション能力」といういわゆる社会人基礎

力を重視している点を鑑み、学生の人格形成を進めると同時に、物事に関心を持つ、目線を高く持

つ、専門知識を用いた問題解決能力を高めるなど、ゼミ教育などを通じて、学生一人ひとりと深く

関わり、総合的な能力や意識を向上させることが必要なのではないかと考えられる。 

 

Ⅳ-３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感 

じでしょうか。 

「全体として熱心」「どちらかといえば熱心」の割合が合わせて 59.4％、「何ともいえない、わ

からない」が 40.6％であった。「あまり熱心でない」「全体として熱心でない」という回答はなか

った。 

 

就職支援活動や採用依頼活動に対する熱心さの割合について、前年（令和 4年 4月採用）の 55.2％

から今回は 59.4％と上昇している。キャリア支援課による学生指導とサポートや経営学部の各教員

による学生へのきめ細かな指導、およびキャリアカウンセラー利用の呼びかけなどがこの比率につ

ながっていると考えられる。ただし、まだまだ上昇の余地は大きく、またタイトな労働市場の状況

において安易に学生が就職先を選ぶことがないように、個々の学生の情報について密度高く共有す

るなど、キャリア支援課と経営学部との連携を一層高める必要があると思われる。 

 

Ⅳ-４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。 

「今後も積極的に求人・採用していきたい」「他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく」

の割合が合わせて 93.7％と高い水準である。「採用は人物本位であり、何ともいえない」が 6.3％

であった。「求人・採用をしていく予定はあまりない」「求人・採用をしていく予定は全くない」
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という回答はなかった。 

 

この設問の結果は、前年（令和 4 年 4 月採用）の 86.2％から 93.7％へと大きくジャンプアップ

している。ここまでの結果を鑑みると、やはり新卒採用市場が非常にタイトであり、企業側で採用

に苦戦していることもこの結果に影響しているのではないかと思われる。企業側が設定する採用の

ハードルが低くなり就職活動を楽に乗り切った結果、就職後、仕事の内容や環境が想定していたも

のと違っていた、すぐに転職したという状況が発生しないように、売り手市場だからこそきめ細か

な就職活動サポート・指導をしていく必要があると考えられる。 

 

Ⅴ. ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。 

「コミュニケーション能力」の回答が一番多く、次いで「性格・人柄」「意欲・熱意」の回答が

多く見られた。 

 

前年（令和 4年 4月採用）同様、「性格・人柄」「コミュニケーション能力」「意欲・熱意」の

回答が多く、前述のように社会人として求められる基礎的な力を重視する状況に変わりはない。本

学のような一教員に対する学生の数が少ない大学だからこそ、「性格・人柄」「コミュニケーショ

ン能力」「意欲・熱意」という人間性の部分を育成できるという強みを意識し、ゼミ教育、キャリ

ア教育すべてを通して学生の育成に係り、キャリア支援課と経営学部教員が連携して学生一人ひと

りの指導に努めていくことが重要と思われる。 

 



調査対象　　令和４年度高松大学経営学部卒業生就職先　６２社

実施時期　　令和６年７月

調査方法　　郵送による質問紙法

回収率　　　依頼数　 62 社

　　　　　　協力数 32 社

　　　　　　回収率 51.6%

Ⅰ　貴社の業種についてお答えください。

業　　種 件数

1 建設 2

2 製造 4

3 電気・ガス・水道 0

4 情報・通信 0

5 運輸 0

6 卸売・小売 10

7 金融・保険 5

8 不動産 0

9 飲食・宿泊 3

10 医療・福祉 0

11 サービス 7

12 その他 1

【その他】公務

職　　種 件数 人数 内留学生

1 営業・販売 16 18 0 1 【その他】

2 総務・事務 4 5 0 0 総合職(3)

3 製造・作業スタッフ 3 3 0 0 技術サービス

4 通訳・貿易 0 0 0 0 施工管理

5 サービス 5 5 1 0 機械整備

6 公務 1 1 0 0

7 その他 6 8 0 0

（２）集計結果　グラフ及びデータ（経営学部）

Ⅱ・Ⅲ　令和５年４月にご採用いただいた本学卒業生の職種ごとの人数およびそのうち既に退職した者がいましたら、そ
の人数と時期をお答えください。

内退職者（6ヵ月以内）

営業・販売

45.0%

総務・事務

12.5%

製造・作業スタッフ

7.5%

サービス

12.5%

公務

2.5%

その他

20.0%

Ⅱ 職種

建設

6.3% 製造

12.5%

卸売・小売

31.3%
金融・保険

15.6%

飲食・宿泊

9.4%

サービス

21.9%

その他

3.0%

Ⅰ 業種
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Ⅳ　令和５年４月にご採用いただいた本学卒業生の能力および本学の就職支援活動等についてのご感想を伺います。

項　　目 件数

1 十分応えている 18

2 どちらかといえば応えている 8

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 6

4 やや応えていない 0

5 応えていない 0

6 その他 0

項　　目 件数

1 全体として高い 11

2 どちらかといえば高い 11

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 9

4 どちらかというとやや低い 1

5 全体として低い 0

6 その他 0

１．本学の卒業生は全体として、貴社の人材ニーズや期待に応えていますか。

２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。

56.2%

25.0%

18.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分応えている

どちらかといえば応えている

個人間のばらつきがあり何ともいえない

やや応えていない

応えていない

その他

１．本学の卒業生は全体として、貴社の人材ニーズや期待に

応えていますか。

34.4%

34.4%

28.1%

3.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

全体として高い

どちらかといえば高い

個人間のばらつきがあり何ともいえない

どちらかというとやや低い

全体として低い

その他

２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、

どのようにお感じでしょうか。
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項　　目 件数

1 全体として熱心 12

2 どちらかといえば熱心 7

3 何ともいえない、わからない 13

4 あまり熱心でない 0

5 全体として熱心でない 0

6 その他 0

件数

1 25

2 5

3 2

4 0

5 0

6 0

４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。

３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

今後も積極的に求人・採用していきたい

他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく

採用は人物本位であり、何ともいえない

求人・採用をしていく予定はあまりない

求人・採用をしていく予定は全くない

その他

項　　目

37.5%

21.9%

40.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

全体として熱心

どちらかといえば熱心

何ともいえない、わからない

あまり熱心でない

全体として熱心でない

その他

３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への

就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

78.1%

15.6%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

今後も積極的に求人・採用していきたい

他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく

採用は人物本位であり、何ともいえない

求人・採用をしていく予定はあまりない

求人・採用をしていく予定は全くない

その他

４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関して

どのようにお考えでしょうか。
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Ⅴ　ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。

項　　目 件数

1 意欲・熱意 20

2 性格・人柄 25

3 礼儀・マナー 7

4 健康・体力 4

5 コミュニケーション能力 29

6 グループ活動力 2

7 自ら何事かを成し遂げようとする力 6

8 経営に関する専門知識 0

9 その他 0

Ⅵ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

貴学の学生の皆さんは、就活や学内活動など何事にも一生懸命な印象があります。昨年「アオ活」で一緒に
活動をさせていただいた学生さんは、非常に明るく前向きで、学生ならではの提案をしていただいたり、時
代に沿った動画の作成をしていただいたりと大変お世話になりました。学生の皆さんの人柄と教授のご指導
の結果だと思います。ありがとうございました。（後藤設備工業株式会社）

異分野からの就職とはなりますが、いろいろ苦労し学びながら日々成長を感じています。（株式会社村上製
作所）

本学卒業生をご採用いただいたお立場から、本学の教育について、 改善すべきこと、良いと思われることなど、どん
なことでもお気づきのことがございましたら、遠慮なくご記入ください。

例年採用させていただいており、引き続きとなりますが今後ともよろしくお願いいたします。特に改善点な
どはありません。（株式会社トーカイ）

令和５年・６年と卒業生の入社が続いています。在学生に対する卒業生の情報（どの会社でどんな仕事をど
んな思いで取り組んでいる等）の交流の機会があればと思います。（日本興業株式会社）

貴学は学生にとって就職相談をしやすい環境である印象です。卒業生の社員のみならず、2025年採用にて弊
社の選考を受けた学生から貴学での就職活動支援が手厚いことをお聞きしました。（株式会社バジェット・
レンタカー四国）

貴学卒業の○○さんは日々活躍いただいています。弊社は化学メーカーかつＢｔｏＢ企業なことから興味を
持っていただきにくいかと思いますが、文系出身の社員も多く、是非ご応募いただきたいです。貴学内での
企業説明会等ございましたら、お声がけいただけますと幸いです。（讃岐化学工業株式会社）

県外に出ることもなく、地元に根ざした大学を卒業したからなのか、２人とも、他の大学を卒業した職員よ
りも地元に貢献したいという地元愛にあふれているように思います。今後の成長が楽しみである２人です。
これからも２人のような学生さんとご縁をいただけますことを強く願います。（香川県信用組合）

○○さんはコミュニケーション力が高く、同期や店舗の従業員とも円滑にコミュニケーションがとれており
ます。貴学で力を入れられております社会に適応できる能力を存分に活かせていると感じました。（株式会
社ジョイフル）

今後も弊社に入社いただける学生が増えることを期待してお待ちしております。（日亜化学工業株式会社）

20

25

7

4

29

2

6

0 5 10 15 20 25 30 35

意欲・熱意

性格・人柄

礼儀・マナー

健康・体力

コミュニケーション能力

グループ活動力

自ら何事かを成し遂げようとする力

経営に関する専門知識

その他

Ⅴ 採用の際、特に重視するもの（3項目選択）

個人情報等を含む内容のため非公表
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令和６年度 就職先からの卒業生に対する評価（卒業生に関するアンケート） 
発達科学部（企業等） 集計結果の概要（令和４年度卒業生対象） 

 

依頼数 11に対し、協力数は 7で回収率は 63.6％（昨年：依頼数 16に対し、協力数は 9で回収率

は 56.3％）であった。回答に協力いただいた企業の業種、卒業生の職種・人数・退職者数（6ヵ月

以内）についてはⅠ、Ⅱ・Ⅲのとおりである。 

 

Ⅳ 令和５年４月にご採用いただいた本学卒業生の能力および本学の就職支援活動などについて 

のご感想をお伺いします。 

 

Ⅳ-１．本学の卒業生は全体として、貴社の人材ニーズや期待に応えていますか。 

「十分応えている」「どちらかといえば応えている」の割合が合わせて 42.9％、「個人間のばら

つきがあり何ともいえない」が 42.8％であった。「応えていない」という回答は 14.3％（1 件）で

あった。 

 

「十分応えている」「どちらかといえば応えている」と回答した企業は合わせて約 4 割にとどま

り、昨年度の約 8割を大きく下回った。逆に「個人間のばらつきがあり何ともいえない」と回答し

た企業は昨年度 0社であったが、今年度は約 4割と大幅に増加した。採用 2年目を迎え、企業等か

ら卒業生に求められるものが、採用当時に比べ厳しくなる中、その期待に十分に応えていない現状

が窺える。 

 

Ⅳ-２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。 

「全体として高い」の回答はなく、「どちらかといえば高い」の割合が 28.6％、「個人間のばら

つきがあり何ともいえない」が 42.8％を占めている。「どちらかというとやや低い」は 28.6％であ

り、「全体として低い」という回答はなかった。 

 

昨年度は「全体として高い」「どちらかといえば高い」と回答した企業は合わせて約 6 割であっ

たが、今年度は「全体として高い」の回答は 0 社、「どちらかといえば高い」の企業は約 3 割に留

まった。「個人間のばらつきがあり何ともいえない」と回答した企業も昨年度は約 1割であったが、

今年度は約 4 割と増加した。本学部卒業生に対する企業側の評価は大変厳しい現状であり、企業へ

の就職を希望する学生の進路意識の向上と就労意欲の伸長が今後の課題である。 

 

Ⅳ-３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感 

じでしょうか。 

「全体として熱心」「どちらかといえば熱心」の割合が合わせて 42.9％、「何ともいえない、わ

からない」が 42.8％を占めている。「あまり熱心でない」は、14.3％（1件）であり、「全体として

熱心でない」という回答はなかった。 

 

「全体として熱心」「どちらかといえば熱心」と回答した企業は約 4 割で、昨年度の約 5 割をや

や下回った。「何ともいえない、わからない」と回答した企業は昨年度は約 5 割であったが、今年

度は約 4 割となった。企業の肯定的な評価を高めていくために、ゼミ担当教員、キャリア支援課、

企業が効果的に連携して、個々の学生に照準をあてて丁寧に進路実現を図っていく必要がある。 

 

Ⅳ-４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。 

「今後も積極的に求人・採用していきたい」「他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく」

の割合が合わせて 71.4％、「採用は人物本位であり、何ともいえない」が 28.6％であった。「求人・

採用をしていく予定はあまりない」「求人・採用をしていく予定は全くない」という回答はなかっ

た。 

 

「今後も積極的に求人・採用していきたい」「他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく」
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と回答した企業は合わせて約 7割で、昨年度の約 8割をやや下回った。企業側に高い評価をいただ

くためにも、キャリア支援課が学部と企業側とのパイプ役として求める人材の育成に努め、地域貢

献への寄与を一層確かなものとできるよう注力することが大切である。 

 

Ⅴ. ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。 

「性格・人柄」(6件)、「意欲・熱意」（5件）、「コミュニケーション能力」（4件）の回答が

多く見られた。 

 

上位 3 項目は昨年度と同じで、また教育・保育等においても同じであり、企業が求めている職業

人としての資質と言える。大学生活で様々な体験をし、多くの人と交流して知見を広げていくとと

もに、コミュニケーション能力（話す力）を磨き、自己を確立していくことが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 



調査対象　　令和４年度高松大学発達科学部（企業等）卒業生就職先　１１社

実施時期　　令和６年７月

調査方法　　郵送による質問紙法

回収率　　　依頼数　 11 社

　　　　　　協力数 7 社

　　　　　　回収率 63.6%

Ⅰ　貴社の業種についてお答えください。

業　　種 件数

1 建設 1

2 製造 0

3 電気・ガス・水道 0

4 情報・通信 0

5 運輸 0

6 卸売・小売 1

7 金融・保険 1

8 不動産 0

9 飲食・宿泊 1

10 医療・福祉 0

11 サービス 2

12 その他 1

【その他】林業

職　　種 件数 人数

1 営業・販売 2 3 0 【その他】

2 総務・事務 2 2 1

3 製造・作業スタッフ 1 1 1

4 通訳・貿易 0 0 0

5 サービス 2 2 0

6 公務 0 0 0

7 その他 0 0 0

（２）集計結果　グラフ及びデータ（発達科学部　企業等）

内退職者（6ヵ月以内）

Ⅱ・Ⅲ　令和５年４月にご採用いただいた本学卒業生の職種ごとの人数およびそのうち既に退職した者がいましたら、その
人数と時期をお答えください。

建設

14.3%

卸売・小売

14.3%

金融・保険

14.3%

飲食・宿泊

14.3%

サービス

28.5%

その他

14.3%

Ⅰ 業種

営業・販売

28.6%

総務・事務

28.6%

製造・作業ス

タッフ

14.2%

サービス

28.6%

Ⅱ 職種
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Ⅳ　令和５年４月にご採用いただいた本学卒業生の能力および本学の就職支援活動などについてのご感想を伺います。

項　　目 件数

1 十分応えている 1 【その他】

2 どちらかといえば応えている 2

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 3

4 やや応えていない 0

5 応えていない 1

6 その他 0

項　　目 件数

1 全体として高い 0 【その他】

2 どちらかといえば高い 2

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 3

4 どちらかというとやや低い 2

5 全体として低い 0

6 その他 0

２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。

１．本学の卒業生は全体として、貴社の人材ニーズや期待に応えていますか。

14.3%

28.6%

42.8%

14.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

十分応えている

どちらかといえば応えている

個人間のばらつきがあり何ともいえない

やや応えていない

応えていない

その他

１．本学の卒業生は全体として、貴社の人材ニーズや期待に

応えていますか。

28.6%

42.8%

28.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

全体として高い

どちらかといえば高い

個人間のばらつきがあり何ともいえない

どちらかというとやや低い

全体として低い

その他

２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、

どのようにお感じでしょうか。
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項　　目 件数

1 全体として熱心 1 【その他】

2 どちらかといえば熱心 2

3 何ともいえない、わからない 3

4 あまり熱心でない 1

5 全体として熱心でない 0

6 その他 0

項　　目 件数

1 今後も積極的に求人・採用していきたい 3 【その他】

2 他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく 2

3 採用は人物本位であり、何ともいえない 2

4 求人・採用をしていく予定はあまりない 0

5 求人・採用をしていく予定は全くない 0

6 その他 0

４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。

３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

14.3%

28.6%

42.8%

14.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

全体として熱心

どちらかといえば熱心

何ともいえない、わからない

あまり熱心でない

全体として熱心でない

その他

３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への

就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

42.8%

28.6%

28.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

今後も積極的に求人・採用していきたい

他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく

採用は人物本位であり、何ともいえない

求人・採用をしていく予定はあまりない

求人・採用をしていく予定は全くない

その他

４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関して

どのようにお考えでしょうか。
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Ⅴ　ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。

項　　目 件数

1 意欲・熱意 5 【その他】

2 性格・人柄 6

3 礼儀・マナー 2

4 健康・体力 2

5 コミュニケーション能力 4

6 グループ活動力 2

7 自ら何事かを成し遂げようとする力 0

8 経営に関する専門知識 0

9 その他 0

Ⅵ

・ 社会人としての常識的な考えをもっと教育してほしいです。（有限会社黒石建設）

本学卒業生をご採用いただいたお立場から、本学の教育について、 改善すべきこと、良いと思われることなど、どんな
ことでもお気づきのことがございましたら、遠慮なくご記入ください。

5

6

2

2

4

2

0 1 2 3 4 5 6 7

意欲・熱意

性格・人柄

礼儀・マナー

健康・体力

コミュニケーション能力

グループ活動力

自ら何事かを成し遂げようとする力

経営に関する専門知識

その他

Ⅴ 採用の際、特に重視するもの（3項目選択）

個人情報等を含む内容のため非公表
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令和６年度 就職先からの卒業生に対する評価（卒業生に関するアンケート） 
発達科学部（教育・保育等） 集計結果の概要（令和４年度卒業生対象） 

 

依頼数 45に対し、協力数は 35で回収率は 77.8％（昨年：依頼数 39に対し、協力数は 29で回収

率は 74.4％）であった。回答に協力いただいた小学校・幼稚園・保育所等の業種、卒業生の職種・

人数・退職者数（6ヵ月以内）についてはⅠ、Ⅱ・Ⅲのとおりである。 

 

Ⅲ 令和５年４月にご採用いただいた発達科学部卒業生の能力および本学の就職支援活動などについて 

のご感想をお伺いします。 

Ⅲ-１．発達科学部卒業生は全体として、貴校（園・所）の人材ニーズや期待に応えていますか。 

「十分応えている」「どちらかといえば応えている」の割合が合わせて 82.8％と十分高い評価を

得ている。「個人間のばらつきがあり何ともいえない」が 8.6％であった。「やや応えていない」は

5.7％であり、「応えていない」という回答はなかった。 

 

昨年度は「十分応えている」「どちらかといえば応えている」の回答の割合が合わせて約 96％で、

今年度は約 83％とやや低下したものの、引き続き高い評価をしていただいたことは有難いことであ

る。今後とも教育者としての素養と専門的な知識を備えた人材の育成に尽力していきたい。 

 

Ⅲ-２．発達科学部卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。 

「全体として高い」「どちらかといえば高い」の割合が合わせて 62.8％、「個人間のばらつきが

あり何ともいえない」が 25.7％であった。「どちらかというとやや低い」は 2.9％（1 件）であっ

た。「全体として低い」という回答はなかった。 

 

昨年度は「全体として高い」「どちらかといえば高い」の回答の割合が合わせて約 69％、「個人

間のばらつきがあり何ともいえない」が約 26％であり、概ね同じ評価となっている。教育現場では

幾多の壁や困難に遭遇することになるが、失敗経験から学び、教職に対する強い意志と粘り強さを

持ち続け、誰からも信頼される教育者となることができるよう、学生の育成に尽力していきたい。 

 

Ⅲ-３．本学の貴校（園・所）への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感 

じでしょうか。（公立の場合は回答不要） 

「全体として熱心」「どちらかといえば熱心」の割合が合わせて 41.1％、「何ともいえない、わ

からない」が 47.1％を占めている、「あまり熱心でない」「全体として熱心でない」はそれぞれ 5.9％

（1件）であった。 

 

 昨年度は「全体として熱心」「どちらかといえば熱心」の回答の割合が合わせて約 59％であり、

今年度は評価が低くなっている。「何ともいえない、わからない」の回答の割合は昨年度の約 27％

から 47％へと高くなっている。肯定的な評価を高めていくために、ゼミ担当教員、キャリア支援課、

幼稚園・保育所・認定こども園が効果的に連携して、個々の学生に照準をあてて丁寧に進路実現を

進めていく必要がある。 

 

Ⅲ-４．今後、発達科学部の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。（公立の 

場合は回答不要） 

「今後も積極的に求人・採用していきたい」「他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく」

の割合が合わせて 76.5％、「採用は人物本位であり、何ともいえない」が 17.6％であった。「求人・

採用をしていく予定はあまりない」は 5.9％（1件）であり、「求人・採用をしていく予定は全くな

い」という回答はなかった。 

 

昨年度は「今後も積極的に求人・採用していきたい」「他の大学と同じレベルで求人・採用を考

えていく」の回答の割合が合わせて約 64％であったものが、今年度は約 77％と上昇した。教育・保

育の現場が本学発達科学部の学生に期待して頂いている部分が大きいだけに、今後もこの傾向が継

続できるよう、教職をめざす学生への指導・育成に学部を挙げて一層尽力していきたい。 
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Ⅳ ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。（公立の場合は回答不要） 

「コミュニケーション能力」の回答が一番多く、次いで「意欲・熱意」「性格・人柄」の回答が

多く見られた。 

 

上位 3 項目は昨年度と同じで、また企業等においても同じであり、教育者としての資質である。

大学生活で様々な体験をし、多くの人と交流して知見を広げていくとともに、コミュニケーション

能力（話す力）を磨き、自己を確立していくことが大切である。 
 
 
 
 
 
 
 



調査対象　　令和４年度高松大学　発達科学部（教育・保育）卒業生就職先　４５校（園・所）

実施時期　　令和６年７月

調査方法　　郵送による質問紙法

回収率　　　依頼数　 45 校（園・所）

　　　　　　協力数 35 校（園・所）

　　　　　　回収率 77.8%

Ⅰ　貴校（園・所）の区分についてお答えください。
業　　種 件数

1 公立幼稚園 3

2 私立幼稚園 3

3 公立認定こども園 2

4 私立認定こども園 5

5 公立保育所（園） 1

6 私立保育所（園） 5

7 公立小学校 9

8 特別支援学校 3

9 その他 4

【その他】

放課後等デイサービス、企業主導型保育所、

事業所内保育所、児童養護施設

職　　種 件数 人数

1 幼稚園教諭 3 3

2 保育教諭 9 12 1

3 保育士 11 14

4 小学校教諭 9 9

5 特別支援学校教諭 3 3

6 地域子育て支援センター職員 0 0

7 学童保育担当者 0 0

8 病児保育担当者 0 0

9 その他 0 0

【その他】

（２）集計結果　グラフ及びデータ（発達科学部　教育・保育等）

内退職者（6ヵ月以内）

Ⅱ　令和５年４月にご採用いただいた発達科学部卒業生の人数（職種ごと）およびそのうち既に退職した者がいました
ら、その人数と時期をお答えください。

公立幼稚園

8.6%
私立幼稚園

8.6%

公立認定こ

ども園

5.7%

私立認定こ

ども園

14.3%

公立保育所（園）

2.9%私立保育所（園）

14.3%

公立小学校

25.6%

特別支援学校

8.6%

その他

11.4%

Ⅰ 業種

幼稚園教諭

8.6%

保育教諭

25.7%

保育士

31.4%

小学校教諭

25.7%

特別支援学校教諭

8.6%

Ⅱ 職種
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　 １．発達科学部卒業生は全体として、貴校（園・所）の人材ニーズや期待に応えていますか。

項　　目 件数

1 十分応えている 16 【その他】

2 どちらかといえば応えている 13 1名のみなので判断しにくい

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 3

4 やや応えていない 2

5 応えていない 0

6 その他 1

　　２．発達科学部卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。

項　　目 件数

1 全体として高い 7 【その他】

2 どちらかといえば高い 15 1名のみなので判断しにくい（2）

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 9 普通

4 どちらかというとやや低い 1

5 全体として低い 0

6 その他 3

Ⅲ　令和５年４月にご採用いただいた発達科学部卒業生の能力および本学の就職支援活動などについてのご感想を
伺います。

45.7%

37.1%

8.6%

5.7%

2.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

十分応えている

どちらかといえば応えている

個人間のばらつきがあり何ともいえない

やや応えていない

応えていない

その他

１．発達科学部卒業生は全体として、貴校（園・所）の人材ニーズや期待に

応えていますか。

20.0%

42.8%

25.7%

2.9%

8.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

全体として高い

どちらかといえば高い

個人間のばらつきがあり何ともいえない

どちらかというとやや低い

全体として低い

その他

２．発達科学部卒業生の能力や意識の水準について、

どのようにお感じでしょうか。
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　　３．本学の貴校（園・所）への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

項　　目 件数 （公立の場合は回答不要）

1 全体として熱心 3 【その他】

2 どちらかといえば熱心 4

3 何ともいえない、わからない 8

4 あまり熱心でない 1

5 全体として熱心でない 1

6 その他 0

　　４．今後、発達科学部の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えですか。 （公立の場合は回答不要）

項　　目 件数

1 今後も積極的に求人・採用していきたい 9 【その他】

2 他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく 4

3 採用は人物本位であり、何ともいえない 3

4 求人・採用をしていく予定はあまりない 1

5 求人・採用をしていく予定は全くない 0

6 その他 0

17.6%

23.5%

47.1%

5.9%

5.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

全体として熱心

どちらかといえば熱心

何ともいえない、わからない

あまり熱心でない

全体として熱心でない

その他

３．本学の貴校（園・所）への採用依頼活動や卒業予定者への

就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

53.0%

23.5%

17.6%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

今後も積極的に求人・採用していきたい

他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく

採用は人物本位であり、何ともいえない

求人・採用をしていく予定はあまりない

求人・採用をしていく予定は全くない

その他

４．今後、発達科学部の卒業生についての求人・採用に関して

どのようにお考えですか。
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Ⅳ　ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。 （公立の場合は回答不要）

項　　目 件数

1 意欲・熱意 12 【その他】

2 性格・人柄 10

3 礼儀・マナー 1

4 健康・体力 7

5 コミュニケーション能力 15

6 グループ活動力 1

7 自ら何事かを成し遂げようとする力 4

8 教育・保育に必要な技術（ピアノ等）や知識 1

9 その他 0

Ⅴ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

記録や指導案など書く力があると感じました。また、保育所保育指針を手元に置いて活用されていることが
しっかり力につながっていると思います。個々の性格にもよると思いますが、失敗を怖がらず、失敗しても
次チャレンジしてみようという気持ちで就職してくれるとよいかなと思います。（高松市立太田保育所）

発達科学部の卒業生をご採用いただいたお立場から、本学発達科学部の教育について、改善すべきこと、良いと思
われることなど、どんなことでもお気づきのことがございましたら、遠慮なくご記入ください。

昨年できた園のため、初採用させていただきました。○○さんはとても頑張っており、期待にも応えてくれ
ています。○○さんのような方なら是非採用したいです。（社会福祉法人喜勝会　すくすく保育所）

自己肯定感・自信を持てているのは素晴らしいと思います。臨機応変に対応できたり、工夫する力もありま
す。自分以外の考え方も素直に受け入れられたらもっと成長できるのではと思います。（社会福祉法人木太
福祉会　さくらんぼ保育園）

１年目で辞めたいと言っていましたが、周りの先生達の励ましや助言で思いとどまり気持ちが軽くなったよ
うです。困ったことや不安なことは、主任や年の近い先生に相談することを伝えておいてほしいです。（学
校法人まゆみ学園　まゆみ幼稚園）

改善すべきことではありませんが、これからは人と人とのコミュニケーション能力が大切になってくると思
います。（さぬき市立津田こども園）

子どもにも非認知能力のスキルの必要性が求められています。同様に職員についても同じで学力ではなくコ
ミュニケーション力、順応力など数字にできない力が必要と思います。（まんのう町立高篠こども園）

前年度の採用者２名のうち１名は「かねてから興味のあった美容業界に転職したい」とのことで年度途中で
退職しましたが、優秀な方だったので残念です。（社会福祉法人はつき会）

ゼミ活動で絵本の読み聞かせ等があれば是非お越しください。子ども達と過ごすことだけでなく、少人数保
育の様子を知っていただけるのではないかと思います。（アートチャイルドケア株式会社）

新しい教育技術への関心が高く現場での実践を通して資質・能力を磨こうとしているので即戦力になってい
ます。（高松市立弦打小学校）

12

10

1

7

15

1

4

1

0 2 4 6 8 10 12 14 16

意欲・熱意

性格・人柄

礼儀・マナー

健康・体力

コミュニケーション能力

グループ活動力

自ら何事かを成し遂げようとする力

教育・保育に必要な技術（ピアノ等）や知識

その他

Ⅳ 採用の際、特に重視するもの（3項目選択）

個人情報等を含む内容のため非公表
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・

・

・

・

Ⅵ　最後に、貴校（園・所）に在籍している発達科学部の卒業生についてお答えください。

項　　目 件数 人数

卒業生数 34 65

職　　種 件数 人数

1 幼稚園教諭 3 6

2 保育教諭 10 23

3 保育士 10 22

4 小学校教諭 8 8

5 特別支援学校教諭 3 4

6 その他 2 2

【その他】

介護福祉士(1)

役　　職 件数 人数

1 園長・所長 0 0

2 副園長・副所長 0 0

3 主任 1 1

4 その他 1 1

【その他】
主幹

貴校（園・所）では、現在、発達科学部卒業生が何名お世話になっていますか。また、そのうち職種、役職者数につ
いてお答えください。

本人はとてもよく頑張っています。今後も困難を乗り越えようとするたくましい心を持った学生を育ててい
ただけたらと思います。（岡山市立津島小学校）

学校支援ボランティアの経験が講師になってからも生かされており、現場に応じた教員養成がとても進んで
いると感じています。（高松市立屋島西小学校）

熱意のある先生を育てていただき感謝します。（高松市立鬼無小学校）

貴学の教育に改善すべきことがあるというよりは本人の性格的なことがあると思います。人見知りですが温
厚で真面目な方だったので、今後専門性を高め、指導力をつけられることを願っています。（馬路村立馬路
小学校）

主任

50.0%

その他

50.0%

役 職

幼稚園教諭

9.2%

保育教諭

35.4%

保育士

33.8%

小学校教諭

12.3%

特別支援学校教諭

6.2%

その他

3.1%

職 種
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令和６年度 就職先からの卒業生に対する評価（卒業生に関するアンケート） 

大学院経営学研究科 集計結果の概要（令和４年度卒業生対象） 
 

 

依頼数 1に対し協力なしのため、概要はありません。 
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令和６年度 就職先からの卒業生に対する評価（卒業生に関するアンケート） 

保育学科 集計結果の概要（令和４年度卒業生対象） 
 

依頼数 42に対し、協力数は 31で回収率は 73.8％（昨年：依頼数 35に対し、協力数は 26で回収

率は 74.3％）であった。回答に協力いただいた幼稚園・保育所等の業種、卒業生の職種・人数・退

職者数（6ヵ月以内）についてはⅠ、Ⅱのとおりである。 

 

Ⅲ 令和５年４月にご採用いただいた保育学科卒業生の能力および本学の就職支援活動などにつ 

いてのご感想をお伺いします。 

Ⅲ-１．保育学科卒業生は全体として、貴園（所）の人材ニーズや期待に応えていますか。 

「十分応えている」「どちらかといえば応えている」の割合が合わせて 87.0％と十分高い評価を得

ている。「個人間のばらつきがあり何ともいえない」が 6.5％であった。「やや応えていない」は 6.5％

であり、「応えていない」という回答はなかった。 

 

「十分応えている」「どちらかといえば応えている」で 9割近い園から高い評価をいただき、有難

いことである。概ね就職先の人材ニーズや期待に応えてくれているようである。在学中に保育補助

ボランティアやアルバイト、実習等で将来を見据えた施設との良好な関係を構築することができた

者も見られ、就職するまでのプロセスも大きく影響しているように思われる。「応えていない」とい

う回答はなかったものの、「やや応えていない」という評価を 2件いただいていることが残念である。

保育者としてよりも職業人としての未熟さが要因にあるように思われる。積極的に経験を積み重ね

ていってもらいたい。 

 

Ⅲ-２．保育学科卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。 

「全体として高い」「どちらかといえば高い」の割合が合わせて 61.3％、「個人間のばらつきが

あり何ともいえない」が 29.0％であった。「どちらかというとやや低い」は 9.7％、「全体として

低い」という回答はなかった。 

 

高いと評価頂いた割合が前年度よりもアップしたものの 6 割に留まっている。引き続き、高い評

価をいただけるよう、より良い指導を追求していきたい。 

また、「個人間のばらつきがあり何とも言えない」のみで 3割弱、「どちらかというとやや低い」

が 1 割となっており、保育者としての資質に課題を感じる場面が多いと言わざるを得ないのであろ

う。個別対応の充実を図っていくことも重要と考える。 

 

Ⅲ-３．本学の貴園（所）への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお 

感じでしょうか。（公立の場合は回答不要） 

「全体として熱心」「どちらかといえば熱心」の割合が合わせて 65.5％、「何ともいえない、わか

らない」が 27.6％であった。「あまり熱心でない」は 6.9％、「全体として熱心でない」という回答

はなかった。 

 

残念ながら「あまり熱心でない」が 2件あった。自由記述欄の中でも、「大学側からの紹介をして

いただきたいと思います」という記述もあった。採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動が十

分に行われていないことの表れと感じている。近年、学生の就職志望の有無も変化し、難しくなって

いるが、年間を通しての保育職就職への意識付けを行い、積極的な就職支援活動を進めて行きたい。

また、就職希望施設とのミスマッチを防ぐためにも、保育学科で行われている探究活動の時間等を

利用して、保育補助ボランティア・アルバイトや施設見学をすることで、就職希望施設との事前の繋

がりを得る機会について働きかけていきたい。 

 

Ⅲ-４．今後、保育学科の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。（公立 

の場合は回答不要） 

「今後も積極的に求人・採用していきたい」「他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく」

の割合が合わせて 86.3％と高い水準である。「採用は人物本位であり、何ともいえない」は 10.3％

であった。「求人・採用をしていく予定はあまりない」は 3.4％（1 件）で、「求人・採用をしてい
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く予定は全くない」という回答はなかった。 

 

今後の求人・採用に関して、前向きで高い評価を得られて大変有難い。引き続き、将来を見据え

た施設との良好な関係を構築できるよう保育学科での指導を充実させていきたい。 

 

Ⅳ ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。（公立の場合は回答不要） 

「意欲・熱意」「性格・人柄」の回答が一番多く、次いで「コミュニケーション能力」「礼儀・

マナー」の回答が多く見られた。 

 

やはり、保育者というよりも基本的な職業人としての資質を重視していることの表れである。 

自由記述欄の中で、1 年で退職され残念に思うこと、保育士になりたかったという意欲が感じら

れなかったこと、大学、職場ともにやりがいを感じられるように人材育成を行いたいという記述が

あった。そのことも含め、今年度から保育学科では、発達科学部と合同で「保育実習交流会」を開

催し、また、保育学科独自で「卒業生フォローアップ」を開催した。それらの保育実習協力園の先

生方と本学との情報交換の場、今春卒業や 1 年を過ぎた卒業生を集めた意見交換の場を活用してサ

ポートし、より良い人材育成の向上を図っていきたい。そして就職後の定着率アップにも繋げてい

きたい。 



調査対象　　令和４年度高松短期大学保育学科卒業生就職先　４２園（所）

実施時期　　令和６年７月

調査方法　　郵送による質問紙法

回収率　　　依頼数　 42 園（所）

　　　　　　協力数 31 園（所）

　　　　　　回収率 73.8%

Ⅰ　貴園（所）の業種についてお答えください。
業　　種 件数

1 公立保育所（園） 1

2 私立保育所（園） 15

3 公立幼稚園 0

4 私立幼稚園 2

5 公立認定こども園 1

6 私立認定こども園 10

7 その他 2

31

【その他】

児童養護施設

小規模保育園

職　　種 件数 人数 【その他】

1 保育士 18 20 1 調理員

2 幼稚園教諭 6 7

3 保育教諭 7 8

4 臨時職員 0 0

5 預かり保育 0 0

6 地域子育て支援センター職員 0 0

7 学童保育担当者 0 0

8 病児保育担当者 0 0

9 その他 1 1

（２）集計結果　グラフ及びデータ（保育学科）

Ⅱ　令和５年４月にご採用いただいた保育学科卒業生の人数（職種ごと）およびそのうち既に退職した者がいましたら、その
人数と時期をお答えください。

内退職者（6ヵ月以内）

公立保育所（園）

3.2%

私立保育所

（園）

48.3%

私立幼稚園

6.5%

公立認定こども園

3.2%

私立認定こ

ども園

32.3%

その他

6.5%

Ⅰ 業種

保育士

56.2%

幼稚園教諭

18.8%

保育教諭

21.9%

その他

3.1%

Ⅱ 職種
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Ⅲ　令和５年４月にご採用いただいた保育学科卒業生の能力および本学の就職支援活動などについてのご感想を伺います。

項　　目 件数

1 十分応えている 15 【その他】

2 どちらかといえば応えている 12

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 2

4 やや応えていない 2

5 応えていない 0

6 その他 0

項　　目 件数

1 全体として高い 8 【その他】

2 どちらかといえば高い 11

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 9

4 どちらかというとやや低い 3

5 全体として低い 0

6 その他 0

　　２．保育学科卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。

　　１．保育学科卒業生は全体として、貴園（所）の人材ニーズや期待に応えていますか。

48.3%

38.7%

6.5%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分応えている

どちらかといえば応えている

個人間のばらつきがあり何ともいえない

やや応えていない

応えていない

その他

１．保育学科卒業生は全体として、貴園（所）の人材ニーズや期待に

応えていますか。

25.8%

35.5%

29.0%

9.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

全体として高い

どちらかといえば高い

個人間のばらつきがあり何ともいえない

どちらかというとやや低い

全体として低い

その他

２．保育学科卒業生の能力や意識の水準について、

どのようにお感じでしょうか。
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項　　目 件数 （公立の場合は回答不要）

1 全体として熱心 11 【その他】

2 どちらかといえば熱心 8

3 何ともいえない、わからない 8

4 あまり熱心でない 2

5 全体として熱心でない 0

6 その他 0

　　４．今後、保育学科の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えですか。 （公立の場合は回答不要）

項　　目 件数

1 今後も積極的に求人・採用していきたい 19 【その他】

2 他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく 6

3 採用は人物本位であり、何ともいえない 3

4 求人・採用をしていく予定はあまりない 1

5 求人・採用をしていく予定は全くない 0

6 その他 0

　　３．本学の貴園（所）への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

37.9%

27.6%

27.6%

6.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

全体として熱心

どちらかといえば熱心

何ともいえない、わからない

あまり熱心でない

全体として熱心でない

その他

３．本学の貴園（所）への採用依頼活動や卒業予定者への

就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

65.6%

20.7%

10.3%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今後も積極的に求人・採用していきたい

他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく

採用は人物本位であり、何ともいえない

求人・採用をしていく予定はあまりない

求人・採用をしていく予定は全くない

その他

４．今後、保育学科の卒業生についての求人・採用に関して

どのようにお考えですか。
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Ⅳ　ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。 （公立の場合は回答不要）

項　　目 件数

1 意欲・熱意 23 【その他】

2 性格・人柄 23

3 礼儀・マナー 12

4 健康・体力 5

5 コミュニケーション能力 19

6 グループ活動力 0

7 自ら何事かを成し遂げようとする力 3

8 保育技術（ピアノ等）や知識・能力 1

9 その他 0

Ⅴ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

保育学科の卒業生をご採用いただいたお立場から、本学保育学科の教育について、改善すべきこと、良いと思われるこ
となど、どんなことでもお気づきのことがございましたら、遠慮なくご記入ください。

実際に２週間、実習生として接し、人柄などがわかったうえで採用したので、すぐに職場の雰囲気に入ってこら
れたように思われます。子どもへの接し方は始めから好感が良かったことを覚えています。（社会福祉法人岡野
松福祉会　岡野松保育園）

数えてみると、正規職員（保育士）の半数以上が高松短期大学出身です。結婚、子育てをしながらも働き続けて
いる方が増えています。（短時間勤務含む）今後とも処遇改善等、働きやすい職場作りをしてまいりたいと考え
ています。（社会福祉法人こぶし福祉会）

園で実施しているインターンシップ（職場体験）を学生のうちに積極的に活用していただきたいです。（社会福
祉法人はつき会）

保育への意欲があり、子どもと関わるための知識や能力を短大で学んでくださっていると思います。しかし、
チームで保育をした時に保育園側も来てくださった新採の先生を大切に育てたいと最大限のサポートやフォロー
をしていますが、体調を崩されたりメンタルにきたりするようです。人物本位だと思い、短大での教育ではない
かもしれませんが、そのようなことが続いています。（小規模保育施設おひさま保育園）

実習から本園に来られた方ですが、実習態度や意欲が熱心で貴学の教育理念がよく伝わってきます。（社会福祉
法人真理亜福祉会　ひつじヶ丘保育園）

礼儀やマナーなどとてもしっかりしていて見ていて気持ちがいいです。○○先生はまわりを見る力がしっかりと
備わっていますので、保育の技術や配慮ともにどんどん成長しています。（社会福祉法人桜福祉会 砂入保育
園）

教育内容についてはよくわかりませんが、就活などは紹介の会社を使用せず、大学側からの紹介をしていただき
たいと思います。（うずしお保育園）

もし変わっていたら申し訳ないのですが、以前は教育実習に行くのが２園のうちどちらかということを伺いまし
たが、もっと自分で実習園を選択できるようにすれば、学生さんの就職への意欲も高まるのではないでしょう
か。（学校法人聖母学園　高松聖母幼稚園）

貴学からは、初めて就職していただいたのですが、こちらの力も及ばず１年で退職され残念に思っています。
”保育士になりたかった”という熱意があまり感じられなかったので、大学、職場ともにやりがいを感じられる
ように人材育成を行っていければと思います。（社会福祉法人今治福祉施設協会　今治中央ばりっこ保育園）

23

23
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19

3

1
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意欲・熱意

性格・人柄

礼儀・マナー

健康・体力

コミュニケーション能力

グループ活動力

自ら何事かを成し遂げようとする力

保育技術（ピアノ等）や知識・能力

その他

Ⅳ 採用の際、特に重視するもの（3項目選択）

個人情報等を含む内容のため非公表
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・

・

・

Ⅵ　最後に、本学保育学科（幼児教育学科、児童教育学科）の卒業生についてお答えください。最後に、貴園（所）に在籍している保育学科（幼児教育学科、児童教育学科）の卒業生についてお答えください。

項　　目 件数 人数

卒業生数 31 224

勤務年数 件数 人数

1 １年～３年 31 78

2 ４年～１０年 18 69

3 １０年以上 19 54

4 ２０年以上 10 23

職　　種 件数 人数

1 保育士 16 108

2 幼稚園教諭 7 20

3 保育教諭 8 90

4 その他 4 6

【その他】

調理員(3)

役　　職 園（所）数 人数

1 園長・所長 3 3

2 副園長・副所長 0 0

3 主任 7 8

4 その他 3 3

【その他】

教頭

副主幹保育教諭

副主任

　　 貴園（所）では、現在、本学卒業生が何名お世話になっていますか。また、そのうち勤務年数、職種、役職者数につい
てお答えください。

保育への熱意を持って卒園児が就職してくれたことを嬉しく思っています。厳しい現場ではありますが、誇りと
自信を持って自分のしたかった保育を貫けるような職場環境の在り方を探っています。（社会福祉法人若草福祉
会　ひまわりこども園）

毎年、真面目な人を採用できていてありがたいです。コミュニケーション能力や自分の考えを言葉や文章にして
表す力をつけられるような経験を多く積み重ねられていると良いなと感じます。（学校法人四国高松学園 認定
こども園高松東幼稚園）

職務能力も高く、常に前向きに取り組んでいます。採用年度の夏に過労のため体調を崩し心配しましたが、体調
管理も身につけ、自分のペースで職務に取り組むことができるようになりだしました。コミュニケーション能力
もあります。（その他、６年目を迎える卒業生も高い能力と意欲で職務に取り組んでおり大学での指導・支援に
感謝しています）（学校法人ときわ幼稚園）

園長・所長

21.4%

主任

57.2%

その他

21.4%

役 職

保育士

48.2%

幼稚園教諭

8.9%

保育教諭

40.2%

その他

2.7%

職 種

１年～３年

34.8%

４年～１０年

30.8%

１０年以上

24.1%

２０年以上

10.3%

勤務年数
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令和６年度 就職先からの卒業生に対する評価（卒業生に関するアンケート） 

秘書科 集計結果の概要（令和４年度卒業生対象） 
 

依頼数 49に対し、協力数は 30で回収率は 61.2％（昨年：依頼数 67に対し、協力数は 38で回収

率は 56.7％）であった。回答に協力いただいた企業・病院の業種、卒業生の職種・人数・退職者数

（6ヵ月以内）についてはⅠ、Ⅱのとおりである。 

 

Ⅲ 令和５年４月にご採用いただいた秘書科卒業生の能力および本学の就職支援活動などについて 

のご感想をお伺いします。 

 

Ⅲ-１．秘書科卒業生は全体として、貴社・貴院の人材ニーズや期待に応えていますか。 

「十分応えている」「どちらかといえば応えている」の割合が合わせて 66.6％、「個人間のばらつ

きがあり何ともいえない」が 26.7％であった。「やや応えていない」は 6.7％であり、「応えていな

い」という回答はなかった。 

 

上記の結果から、多くの企業・病院で、秘書科の教育がある程度は活かされていると考えられる。

特に、個性を生かす教育、パソコン能力、コミュニケーション能力等のプラス評価の意見もみられ

る。しかし、一部の学生で見られる否定的な評価のコメントには「電話応対の能力不足」「コミュ

ニケーション能力の不足」「基礎的なマナー不足」「報連相の大切さを学んでほしい」等の記述が

あった。 

なお、基礎的なマナー不足等の記述があったのは、秘書科が学修成果としてあげている「① 自ら

考え行動できる能力と幅広い教養や、知識・技能を身に付けている」の教育にまだ不十分なところ

があることが考えられる。これらの点は、個人の能力に依存していることが多く、教えることが最

も難しい内容でもあるが、対応していきたい。 

 

Ⅲ-２．秘書科卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。 

「全体として高い」「どちらかといえば高い」の割合が合わせて 56.6％、「個人間のばらつきが

あり何ともいえない」が 36.7％を占めている。「どちらかというとやや低い」は 6.7％であり、「全

体として低い」という回答はなかった。 

 

上記の結果から、秘書科の評価は個人差があり難しいと考えられる。企業・病院からのコメント

には「入社した新卒・中途社員のなかで新人賞を受賞した」ことの記述があった。 

一部の学生によるマナーに関する教育が必要なこと、コミュニケーション能力が足りていなかっ

たことがマイナス回答の理由として考えられる。また、卒業生が良い結果を残すと、今後の採用に

プラス評価になっていると考える。 

 

Ⅲ-３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感 

じでしょうか。 

「全体として熱心」「どちらかといえば熱心」の割合は合わせて 66.7％、「何ともいえない、わ

からない」が 30.0％を占めている。「あまり熱心でない」「全体として熱心でない」という回答は

なかった。 

 

上記の結果から、一部の企業と医療機関からここ数年高い評価が続いているのはキャリア支援課

の努力や、担当教員が病院・企業訪問を続けた結果であると考えられる。今後も企業、医療機関と

連携を強化していきたいと考えている。 

 

Ⅲ-４．今後、秘書科の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。 

「今後も積極的に求人・採用していきたい」「他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく」

の割合が合わせて 83.4％と高い水準である。「採用は人物本位であり、何ともいえない」が 13.3％

であった。「求人・採用をしていく予定はあまりない」は 3.3％（1件）であり、「求人・採用をし

ていく予定は全くない」という回答はなかった。 

 

上記の結果から、「今後も積極的に求人・採用していきたい」と考えていただいている企業・病
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院の割合（56.7％）が一番多いのはとても良いことである。今後とも、企業・医療機関と連携を強

化していきたい。 

 

Ⅳ ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。 

「性格・人柄」「コミュニケーション能力」「意欲・熱意」の回答が多く見られた。 

 

上記３点の項目は、順番が入れ替わることはあるが、毎年挙げられている事であり、学科の最重

要教育課題として取り組んでいる事でもある。今後も上記３点を基本として、教育によりそれらの

能力に秀でた人材を社会に送りだせるように努める。 

なお、４番目挙げられている項目は「礼儀・マナー」であり、ビジネスマナー教育の基本として、

今後もしっかり指導していく必要がある。 

 

 



調査対象　　令和４年度高松短期大学秘書科卒業生就職先　４９社（院）

実施時期　　令和６年７月

調査方法　　郵送による質問紙法

回収率　　　依頼数　 49 社（院）

　　　　　　協力数 30 社（院）

　　　　　　回収率 61.2%

Ⅰ　貴社・貴院の業種についてお答えください。

業　　種 件数

1 建設 1

2 製造 2

3 電気・ガス・水道 0

4 情報・通信 0

5 運輸 0

6 卸売・小売 3

7 金融・保険 2

8 不動産 3

9 飲食・宿泊 2

10 医療・福祉 15

11 サービス 1

12 官公庁 1

13 その他 0

【その他】

職　　種 件数 人数

1 一般事務・秘書 9 9 【その他】

2 営業・販売 3 3

3 サービス 3 3

4 医療関係 15 16 2

5 その他 0 0

（２）集計結果　グラフ及びデータ（秘書科）

Ⅱ　令和５年４月にご採用いただいた秘書科卒業生の職種ごとの人数およびそのうち既に退職した者がいましたら、その
人数と時期をお答えください。

内退職者（6ヵ月以内）

建設

3.3%
製造

6.7%

卸売・小売

10.0%

金融・保険

6.7%

不動産

10.0%

飲食・宿泊

6.7%

医療・福祉

50.0%

サービス

3.3%

官公庁

3.3%

Ⅰ 業種

一般事務・秘書

30.0%

営業・販売

10.0%

サービス

10.0%

医療関係

50.0%

Ⅱ 職種
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Ⅲ　令和５年４月にご採用いただいた秘書科卒業生の能力および本学の就職支援活動などについてのご感想を伺います。

項　　目 件数

1 十分応えている 12 【その他】

2 どちらかといえば応えている 8

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 8

4 やや応えていない 2

5 応えていない 0

6 その他 0

項　　目 件数

1 全体として高い 5 【その他】

2 どちらかといえば高い 12

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 11

4 どちらかというとやや低い 2

5 全体として低い 0

6 その他 0

２．秘書科卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。

１．秘書科卒業生は全体として、貴社・貴院の人材ニーズや期待に応えていますか。

39.9%

26.7%

26.7%

6.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

十分応えている

どちらかといえば応えている

個人間のばらつきがあり何ともいえない

やや応えていない

応えていない

その他

１．秘書科卒業生は全体として、貴社・貴院の人材ニーズや期待に

応えていますか。

16.7%

39.9%

36.7%

6.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

全体として高い

どちらかといえば高い

個人間のばらつきがあり何ともいえない

どちらかというとやや低い

全体として低い

その他

２．秘書科卒業生の能力や意識の水準について、

どのようにお感じでしょうか。
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項　　目 件数

1 全体として熱心 6 【その他】

2 どちらかといえば熱心 14 人材紹介会社を通じての採用のため分からない

3 何ともいえない、わからない 9

4 あまり熱心でない 0

5 全体として熱心でない 0

6 その他 1

項　　目 件数

1 今後も積極的に求人・採用していきたい 17 【その他】

2 他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく 8

3 採用は人物本位であり、何ともいえない 4

4 求人・採用をしていく予定はあまりない 1

5 求人・採用をしていく予定は全くない 0

6 その他 0

４．今後、秘書科の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。

３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

20.0%

46.7%

30.0%

3.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

全体として熱心

どちらかといえば熱心

何ともいえない、わからない

あまり熱心でない

全体として熱心でない

その他

３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への

就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

56.7%
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今後も積極的に求人・採用していきたい
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採用は人物本位であり、何ともいえない

求人・採用をしていく予定はあまりない

求人・採用をしていく予定は全くない

その他

４．今後、秘書科の卒業生についての求人・採用に関して

どのようにお考えでしょうか。

37



Ⅳ　ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。

項　　目 件数

1 意欲・熱意 20 【その他】

2 性格・人柄 23 成功体験

3 礼儀・マナー 13

4 健康・体力 5

5 コミュニケーション能力 22

6 グループ活動力 1

7 自ら何事かを成し遂げようとする力 9

8 簿記 0

9 接遇 0

10 パソコン 0

11 英語・中国語などの語学力 0

12 その他 1

V

・

・

・

・

・

・

・

・

コミュニケーション能力の強化は必要だと思います。（キナシ大林病院）

○○さんは欠勤・欠席もなく１年６ヵ月勤務していただいたのですが、仕事は丁寧でしたが全体のスピードに
ついていくのか難しく、本人より一身上の都合で退職願が提出されました。本当に残念で、指導不足を反省し
ています。せっかくのご縁でしたが申し訳ありませんでした。（井上整形外科クリニック）

とても明るく他部署ともコミュニケーションが取れて、積極的に業務を習得しています。（社会医療法人財団
石心会　川崎クリニック）

実習生と卒業生２人を拝見させていただきましたが、２人とも敬語、マナーに問題があったと思います。（平
尾歯科クリニック）

パソコンのスキルは非常に高いレベルにあります。新入社員すべてに言えることですが、チームで作業する
時、報連相の大切さをもっと分かってくれたらなお良いと感じます。（株式会社さぬき市ＳＡ公社）

個々の特徴や特性を活かした教育をされている印象を持っています。したがって、学生から社会人への環境変
化があっても順応性の高い方が多いです。ちなみに、今回のアンケート対象者は令和５年度に弊社へ入社した
新卒・中途社員のなかで新人賞を受賞しました。11名のなかでの受賞につき、大変価値があります。事務、薬
剤師の職種不問のなかでの受賞です。（株式会社ホリスティック）

教えられたことはメモを取る、同じミスをしないといった基本的なことが分かっておらず、驚きます。（医療
法人社団中空医院）

良い点は、人によって違うかもしれませんが、仕事に対する取組みは真面目です。指示されたことはできます
が、指示が多いと落とす事柄もあります。これは今後の経験値が上がることによってカバーできる点と思って
います。責任感もあります。改善点は、報連相が欠けている点です。こちらでも見守っていきます。電話対応
は学校でもう少し鍛えてほしいと思います。（みとよ内科にれクリニック）

秘書科の卒業生をご採用いただいたお立場から、本学秘書科の教育について、改善すべきこと、良いと思われること
など、どんなことでもお気づきの点がございましたら、具体的にご記入ください。
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Ⅳ 採用の際、特に重視するもの（3項目選択）

個人情報等を含む内容のため非公表
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（令和４年度卒業生対象）【Ａ】 

回答方法：①本学ホームページ（トップページ ＞ インフォメーション【卒業生に関するアンケートの回答はこちらから】より回答） 

②ＦＡＸ．087-841-7158(高松大学キャリア支援課) ＊送付状は不要です 

締  切：令和６年７月３１日（水） 

 

高松大学 卒業生に関するアンケート（企業等） 

 

Ⅰ 貴社の業種についてお答えください。 

１)建設  ２)製造  ３)電気・ガス・水道  ４)情報・通信  ５)運輸  ６)卸売・小売  ７)金融・保険  

８)不動産 ９)飲食・宿泊 １０)医療・福祉 １１)サービス  １２)その他（            ） 
 

Ⅱ 令和５年４月にご採用いただいた本学卒業生の職種ごとの人数についてお答えください。 

   １)営業・販売  名  ２)総務・事務  名  ３)製造・作業スタッフ  名  ４)通訳・貿易  名  

  ５)サービス  名   ６)公務  名     ７)その他（     ）  名 
 

Ⅲ 令和５年４月にご採用いただいた本学卒業生の学部等名と人数についてお答えください。 

また、そのうち既に退職した者がいましたら、その人数と時期をお答えください。 
  １）経営学部  名（内留学生  名）うち退職  名（    年   月）  

２）発達科学部  名うち退職  名（    年   月）  

３）大学院経営学専攻  名（内留学生  名）うち退職  名（    年   月） 

 

Ⅳ 令和５年４月にご採用いただいた本学卒業生の能力および本学の就職支援活動などについてのご感想をお伺いします。 

該当する番号を１つお選びください。 

１．本学の卒業生は全体として、貴社の人材ニーズや期待に応えていますか。 

１）十分応えている     ２）どちらかといえば応えている ３）個人間のばらつきがあり何ともいえない  

４）やや応えていない   ５）応えていない               ６）その他（            ） 

２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。 

１）全体として高い      ２）どちらかといえば高い ３）個人間のばらつきがあり何ともいえない 

４）どちらかというとやや低い ５）全体として低い    ６）その他（            ） 

３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。 

１）全体として熱心    ２）どちらかといえば熱心      ３）何ともいえない、わからない 

４）あまり熱心でない   ５）全体として熱心でない      ６）その他（            ） 

４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。 

１）今後も積極的に求人・採用していきたい ２）他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく 

３）採用は人物本位であり、何ともいえない ４）求人・採用をしていく予定はあまりない    

５）求人・採用をしていく予定は全くない  ６）その他（                   ） 

Ⅴ ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。 

１）意欲・熱意    ２）性格・人柄    ３）礼儀・マナー    ４）健康・体力   

５）コミュニケーション能力  ６）グループ活動力  ７）自ら何事かを成し遂げようとする力 

８）経営に関する専門知識   ９）その他（               ） 

Ⅵ 本学卒業生をご採用いただいたお立場から、本学の教育について、 改善すべきこと、良いと思われることなど、ど

んなことでもお気づきのことがございましたら、遠慮なくご記入ください。 

                                                   

                                                   

                                                   

 

◆貴社名                                        

回答された方の部署名・役職名             ご芳名             

質問は以上です。お忙しい中、ご協力ありがとうございました。 
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（令和４年度卒業生対象）【Ｂ】 

回答方法：①本学ホームページ（トップページ ＞ インフォメーション【卒業生に関するアンケートの回答はこちらから】より回答） 

②ＦＡＸ．087-841-7158(高松大学キャリア支援課) ＊送付状は不要です 

締  切：令和６年７月３１日（水） 

 

高松大学発達科学部 卒業生に関するアンケート（教育・保育等） 
 

Ⅰ 貴校（園・所）の業種についてお答えください。 

１）公立幼稚園 ２) 私立幼稚園 ３) 公立認定こども園 ４) 私立認定こども園 ５) 公立保育所（園） 
６) 私立保育所（園） ７) 公立小学校 ８）特別支援学校 ９）その他（        ） 

Ⅱ 令和５年４月にご採用いただいた発達科学部卒業生の人数(職種ごと)についてお答えください。 
また、そのうち既に退職した者がいましたら、その人数と時期をお答えください。 

１) 幼稚園教諭  名うち退職  名（  年  月） ２) 保育教諭  名うち退職  名（  年  月）  

３) 保育士  名うち退職  名（  年  月）     ４) 小学校教諭  名うち退職  名（   年  月） 

５) 特別支援校教諭  名うち退職  名（   年  月）６) 地域子育て支援ｾﾝﾀｰ職員  名うち退職  名

（   年  月） ７) 学童保育担当者  名うち退職  名（   年  月） ８) 病児保育担当者   名

うち退職  名（   年  月） ９) その他(      )   名うち退職  名（   年  月）  

Ⅲ 令和５年４月にご採用いただいた発達科学部卒業生の能力および本学の就職支援活動などについてのご感想をお伺
いします。該当する番号を１つお選びください。 

１．発達科学部卒業生は全体として、貴校（園・所）の人材ニーズや期待に応えていますか。 

１）十分応えている     ２）どちらかといえば応えている ３）個人間のばらつきがあり何ともいえない  

４）やや応えていない   ５）応えていない               ６）その他（             ） 

２．発達科学部卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。 

１）全体として高い      ２）どちらかといえば高い ３）個人間のばらつきがあり何ともいえない 

４）どちらかというとやや低い ５）全体として低い    ６）その他（            ） 

３．本学の貴校（園・所）への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。
（公立の場合は回答の必要はありません） 

１）全体として熱心    ２）どちらかといえば熱心      ３）何ともいえない、わからない 

４）あまり熱心でない   ５）全体として熱心でない      ６）その他（            ） 

４．今後、発達科学部の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。 
（公立の場合は回答の必要はありません） 

１）今後も積極的に求人・採用していきたい ２）他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく 

３）採用は人物本位であり、何ともいえない ４）求人・採用をしていく予定はあまりない    

５）求人・採用をしていく予定は全くない  ６）その他（                  ） 

Ⅳ ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。（公立の場合は回答の必要はありません） 

１）意欲・熱意    ２）性格・人柄   ３）礼儀・マナー  ４）健康・体力   

５）コミュニケーション能力   ６）グループ活動力      ７）自ら何事かを成し遂げようとする力 

８）教育・保育に必要な技術（ピアノ等）や知識  ９）その他（                 ） 

Ⅴ 発達科学部の卒業生をご採用いただいたお立場から、本学発達科学部の教育について、改善すべきこと、良いと思
われることなど、どんなことでもお気づきのことがございましたら、遠慮なくご記入ください。 

                                                   

                                                   
 
Ⅵ 最後に、貴校（園・所）に在籍している発達科学部の卒業生についてお答えください。 

貴校（園・所）では、現在、発達科学部卒業生が何名お世話になっていますか。また、そのうち職種、役職者数に
ついてお答えください。 
◇卒業生数       名    
◇職種 １) 幼稚園教諭   名  ２) 保育教諭   名   ３) 保育士   名 

４) 小学校教諭   名  ５) 特別支援学校教諭   名  ６) その他(     )   名  
◇役職 １) 園長・所長  名 ２) 副園長・副所長  名 ３) 主任  名 ４) その他(    )   名   

  

◆貴校（園・所）名                                      

回答された方の部署名・役職名               ご芳名              

質問は以上です。お忙しい中、ご協力ありがとうございました。 
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（令和４年度卒業生対象）【Ｃ】 

回答方法：①本学ホームページ（トップページ ＞ インフォメーション【卒業生に関するアンケートの回答はこちらから】より回答） 

②ＦＡＸ．087-841-7158(高松大学キャリア支援課) ＊送付状は不要です 

締  切：令和６年７月３１日（水） 

 

高松短期大学保育学科 卒業生に関するアンケート 
 
Ⅰ 貴園（所）の業種についてお答えください。 
  １) 公立保育所（園）  ２) 私立保育所（園）  ３) 公立幼稚園  ４) 私立幼稚園  

５) 公立認定こども園  ６) 私立認定こども園  ７）その他（           ） 

Ⅱ 令和５年４月にご採用いただいた保育学科卒業生の人数(職種ごと)についてお答えください。 
    また、そのうち既に退職した者がいましたら、その人数と時期をお答えください。 

１) 保育士  名うち退職  名（   年  月）  ２) 幼稚園教諭  名うち退職  名（   年  月） 
３) 保育教諭  名うち退職  名（   年  月） ４) 臨時職員   名うち退職  名（   年  月） 
５）預かり保育  名うち退職  名（   年  月） 
６) 地域子育て支援センター職員  名うち退職  名（   年  月）  
７) 学童保育担当者   名うち退職  名（   年  月） ８) 病児保育担当者   名うち退職  名
（   年  月）  ９) その他(      )   名うち退職  名（   年  月）  
 

Ⅲ 令和５年４月にご採用いただいた保育学科卒業生の能力および本学の就職支援活動などについてのご感想をお伺い
します。該当する番号を１つお選びください。 
１．保育学科卒業生は全体として、貴園（所）の人材ニーズや期待に応えていますか。 

１）十分応えている     ２）どちらかといえば応えている ３）個人間のばらつきがあり何ともいえない  
４）やや応えていない   ５）応えていない               ６）その他（             ） 

２．保育学科卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。 
１）全体として高い      ２）どちらかといえば高い ３）個人間のばらつきがあり何ともいえない 
４）どちらかというとやや低い ５）全体として低い    ６）その他（            ） 

３．本学の貴園（所）への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。 
（公立の場合は回答の必要はありません） 
１）全体として熱心    ２）どちらかといえば熱心      ３）何ともいえない、わからない 
４）あまり熱心でない   ５）全体として熱心でない      ６）その他（              ） 

４．今後、保育学科の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。 
（公立の場合は回答の必要はありません） 
１）今後も積極的に求人・採用していきたい ２）他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく 
３）採用は人物本位であり、何ともいえない ４）求人・採用をしていく予定はあまりない    
５）求人・採用をしていく予定は全くない  ６）その他（                  ） 

Ⅳ ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。（公立の場合は回答の必要はありません） 
１）意欲・熱意    ２）性格・人柄   ３）礼儀・マナー  ４）健康・体力   
５）コミュニケーション能力        ６）グループ活動力 ７）自ら何事かを成し遂げようとする力 
８）保育技術（ピアノ等）や知識・能力   ９）その他（                  ） 

Ⅴ 保育学科の卒業生をご採用いただいたお立場から、本学保育学科の教育について、改善すべきこと、良いと思われ
ることなど、どんなことでもお気づきのことがございましたら、遠慮なくご記入ください。 

                                                   

                                                   

                                                   
 
Ⅵ 最後に、貴園（所）に在籍している保育学科（幼児教育学科、児童教育学科）の卒業生についてお答えください。 

貴園（所）では、現在、本学卒業生が何名お世話になっていますか。また、そのうち勤務年数、職種、役職者数に
ついてお答えください。 
◇卒業生数       名 

勤務年数  １)１年～３年  名   ２)４年～１０年  名  ３)１０年以上  名  ４)２０年以上  名 
◇職種 １) 保育士  名 ２) 幼稚園教諭  名 ３) 保育教諭   名 ４) その他(       )   名 
◇役職 １) 園長・所長  名 ２) 副園長・副所長  名 ３) 主任  名 ４) その他(     )   名 

 

◆貴園（所）名                                         

回答された方の部署名・役職名               ご芳名               

質問は以上です。お忙しい中、ご協力ありがとうございました。 
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（令和４年度卒業生対象）【Ｄ】 

回答方法：①本学ホームページ（トップページ ＞ インフォメーション【卒業生に関するアンケートの回答はこちらから】より回答） 

②ＦＡＸ．087-841-7158(高松大学キャリア支援課) ＊送付状は不要です 

締  切：令和６年７月３１日（水） 

 
 

高松短期大学秘書科 卒業生に関するアンケート 
 

Ⅰ 貴社・貴院の業種についてお答えください。 

１)建設  ２)製造  ３)電気・ガス・水道  ４)情報・通信  ５)運輸  ６)卸売・小売  ７)金融・保険  

８)不動産 ９)飲食・宿泊 １０)医療・福祉 １１)サービス  １２)官公庁 １３)その他（       ） 

 

Ⅱ 令和５年４月にご採用いただいた秘書科卒業生の職種ごとの人数についてお答えください。 
また、そのうち既に退職した者がいましたら、その人数と時期をお答えください。 

１) 一般事務・秘書  名うち退職  名（   年  月） ２) 営業・販売  名うち退職  名（   年  月） 

３) サービス  名うち退職  名（   年  月） ４) 医療関係  名うち退職  名（   年  月）        

５) その他(         )   名うち退職  名（   年  月）  

 

Ⅲ 令和５年４月にご採用いただいた秘書科卒業生の能力および本学の就職支援活動などについてのご感想をお伺いします。 
該当する番号を１つお選びください。 

１．秘書科卒業生は全体として、貴社・貴院の人材ニーズや期待に応えていますか。 

１）十分応えている     ２）どちらかといえば応えている ３）個人間のばらつきがあり何ともいえない  

４）やや応えていない   ５）応えていない               ６）その他（             ） 

２．秘書科卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。 

１）全体として高い      ２）どちらかといえば高い ３）個人間のばらつきがあり何ともいえない 

４）どちらかというとやや低い ５）全体として低い    ６）その他（            ） 

３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。 

１）全体として熱心    ２）どちらかといえば熱心      ３）何ともいえない、わからない 

４）あまり熱心でない   ５）全体として熱心でない      ６）その他（              ） 

４．今後、秘書科の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。 

１）今後も積極的に求人・採用していきたい ２）他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく 

３）採用は人物本位であり、何ともいえない ４）求人・採用をしていく予定はあまりない    

５）求人・採用をしていく予定は全くない  ６）その他（                  ） 

Ⅳ ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。 

１）意欲・熱意   ２）性格・人柄   ３）礼儀・マナー   ４）健康・体力   

５）コミュニケーション能力       ６）グループ活動力  ７）自ら何事かを成し遂げようとする力 

８）簿記      ９）接遇      10）パソコン     11）英語・中国語などの語学力 

12）その他（               ） 

Ⅴ 秘書科の卒業生をご採用いただいたお立場から、本学秘書科の教育について、改善すべきこと、良いと思われるこ
となど、どんなことでもお気づきのことがございましたら、遠慮なくご記入ください。 

                                                   

                                                   

                                                   

 
 
◆貴社・貴院名                                         

 

回答された方の部署名・役職名               ご芳名               

質問は以上です。お忙しい中、ご協力ありがとうございました。  
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